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事業計画及び成長可能性に関する事項

Ｇ－ＦＡＣＴＯＲＹ株式会社
証券コード：3474
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私たちの夢は
世界中でおいしい和食を楽しめる環境を作ることです。

世界に日本の飲食店が出店すれば
日本文化と日本食の魅力がより伝わり

人々の交流を生むことができると考えているからです。
“食”を通じて人・コト・物をつなぐ架け橋となる

ことを目指します。

飲食店経営者の課題解決
ソリューションカンパニー
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会社概要
1．会社概要

会 社 名 Ｇ－ＦＡＣＴＯＲＹ株式会社

代 表 者 代表取締役社長 片平 雅之

設 立 2003年5月

所 在 地 東京都新宿区西新宿一丁目

事 業 内 容

経営サポート
事業

飲食店における出店・退店時の物件、
内装設備に関係する取得・処分中心
とした出退店サポート及び外国人材
紹介サポート等

飲食事業
名代宇奈とと、中目黒いぐちなど、
マルチブランドの飲食店舗の運営

経営サポート事業

飲食事業

（国内事業）

経営サポート事業
経営サポート事業

経営サポート事業 飲食事業

経営サポート事業

49%

49%

100%

51%

（海外統括）

飲食事業

100%

（海外事業）

出資比率
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沿革
1．会社概要

年

拠点展開

ハ
イ
ラ
イ
ト

経
営
サ
ポ
ー
ト

事
業
展
開

2003 2007 20162015 2019 2022 2025

株式会社M.I.T買収
レストラン形態を加え
マルチブランド展開開始

シンガポール
子会社設立

●東証マザーズ（現:グロース市場）へ上場（2016）

タイ
子会社設立

ベトナム
子会社設立

和食の職人育成
スクール「飲食塾」開校

大阪オフィス開設東京本社 福岡オフィス開設

・鮨ニシツグ（VN）
・鳥カミ（SG）
・名代宇奈とと
（SG/VN）

飲
食

地方創生事業ファストフード業態 レストラン業態展開

飲食事業

出退店サポート 外国人材紹介サポート海外進出サポート ライセンスサポート

経営サポート事業

「名代宇奈とと」の店舗展開 海外出店加速

国内飲食店を支援する
ソリューションカンパニー

としての成長

国内ビジネスの確立
海外進出

積極出店を一時ストップ
経営サポート事業に注力

変革期
飲食店経営サポート事業を開始

創業期
飲食店の運営

成長期
サービスの拡充

迷走期
コロナで模索

第二創業期
サービスの拡充

プラットフォームの展開

ビジネスの発展

人材支援
サポート
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プラットフォームの確立と展開
2．ビジネスモデル

etc

和食人材育成
サポート

経営サポート事業と飲食事業の連動によって、サービス創出の「プラットフォーム」を確立

飲食業界に新たなサービスを提供し、挑戦し続けることで企業成長を加速させる

地方創生事業

ライセンス加盟
サポート

海外進出
サポート

居抜き物件
の

調
達

ラ
イ
セ
ン
ス
加
盟
店
募
集

海

外
進
出
支援外国人材

の

紹
介

和
食
人
材
の
育
成
・
輩
出

顧

客
ニ
ー
ズ
に合

う

サ
ー
ビ
ス
創出

プラットフォーム

経営サポート事業

飲食事業

＝飲食店経営のニーズから生まれた当社サービス

出退店
サポート

外国人材紹介
サポート

外国人向け社宅
サポート

モバイル通信
サービス

外国人専用クレ
ジットカード

etc

電力サポート オンライン
サイト

清掃メンテナンス
サービス



R , 0
G , 70
B , 140

R , 57
G , 61
B , 99

R , 0
G , 103
B , 102

R , 0
G , 133
B , 177

R , 0
G , 178
B , 178

Copyright © Ｇ－ＦＡＣＴＯＲＹ All Rights Reserved.
9

経営サポート事業－サポート内容と収益モデル

サポート 商品名 サポート内容

収益モデル

ストック
型

フロー
型

出退店
サポート

物件情報
サポート

サブリース
◼ 出店希望者への物件のサブリース及び造作設備の売買
◼ 好立地かつ地下1階・1階・2階までを対象

内装設備
サポート

リースサポート
◼ 顧客のニーズに従い、当社が設備等を調達
◼ その後、リース会社へ設備等を販売し、同時にリース会社と顧客との契約締
結をサポート

GFリース
◼ 厨房機器等のリース契約
◼ 耐用年数等の観点より契約期間は平均3～5年

まるごと
サポート

e店舗まるごと
リース

◼ 物件情報サポートと内装設備サポートのワンストップサービス
◼ 月額リース料が出店に伴う費用を含んだパッケージとなり、開店に必要な場
所・設備をリースで提供

人材関連サポート

GF WORKS ◼ 特定技能制度を活用した外国人材紹介サポート

各種外国人材
サポート

◼ 外国人材向け各種サポート『GF Card』（クレジットカード）『GF Mobile』（ス

マホSIM販売）『GF Estate』（社宅サービス）等

飲食塾 ◼ 職人養成スクール「飲食塾」の運営

ライセンス出店
サポート

「名代宇奈とと」
ライセンス

◼ 「名代宇奈とと」ライセンス店の出店支援
◼ ライセンス契約期間は3～5年で、加盟金は契約期間で按分計上

海外進出サポート
◼ 海外進出における会社設立、物件紹介、内装設備の調達など

海外において飲食店を出店する際の業務をワンストップでサポート 〇

〇◎

〇 ◎

◎

◎

◎

〇◎

◎

◎

2．ビジネスモデル

〇

◎
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経営サポート事業－対象顧客と当社サポート

◼ 開業に必要なことがわからない
が、出店に対するモチベーショ
ンは高い

独立開業準備中D

◼ スクラップアンドビルドやM&A

などを戦略的に行うS 51店舗以上

大手企業

◼ 成長には出店が不可欠だが、
多店舗展開における企業体
力・人材が乏しいB 3～30店舗

中小企業

◼ 店舗の運営を進め、多店舗展開
を考慮しはじめるC 1～2店舗

小企業

◼ 店舗開発や財務担当を雇用し、
業務の内制化を進める

◼ FC展開、のれんわけなど展開の
幅を広げる

A 31～50店舗

中堅・大手企業

特徴・課題成長ステージ・規模

多

少

企業数 当社サポート

和食人材育成
サポート

外国人材紹介
サポート

出退店
サポート

ライセンス
サポート

海外進出
サポート

2．ビジネスモデル
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経営サポート事業－収益構造

顧客（飲食企業）

リース会社

リース
契約

賃貸借契約

サブリース
契約

リース契約

まるごとリース
契約

購入

販売

物件情報サポート

サブリース

まるごとサポート

e店舗まるごとリース

内装設備サポート

GFリース リースサポート

物
件
所
有
者

不
動
産
会
社

設
計
施
工

業
者

設
備
メ
ー

カ
ー
等

ライセンス出店サポート

「名代宇奈とと」
ライセンス

ライセンス
契約

収益構造

人材関連サポート

外国人材紹介サポート

人材紹介
契約

外
国
人

求
職
者

募集

2．ビジネスモデル

社宅利用契約

SIM利用契約
クレジットカード

利用契約
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経営サポート事業－サブリースの特徴

飲食物件のサブリース収益イメージ サブリースの収益安定性

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

新規契約 既存契約（支援店舗数）

着実な積み上がり

►ストックビジネスとしての収益安定性

- 物件情報サポートのサブリースは、出店ニーズが高く

かつ居抜き物件を対象としているため、退店後の借り

手に困らない

- 飲食店の開業が景気動向に左右され難いことから、同

ビジネスの安定性をより高める要因となっている

※一律3年間のサブリース契約のイメージ

フ
ロ
ー

ス
ト
ッ
ク

1,509 1,472

(百万円)
1,826

2,079

2．ビジネスモデル

2,328
►サブリースの収益推移

1,292
1,529

1,804
2,016 2,173

180

296

275

311
291

FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2025
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ビジネスモデル 飲食事業

事業形態 形態 特徴

ファスト
フード
業態

直営
◼ 東京・大阪を中心とした国内唯一の「鰻
料理」のファストフード

◼ 国内外でのライセンス店舗展開

ライセンス

レストラン
業態

焼き鳥
◼ 焼き鳥、イタリアン、和食、鮨、懐石と
幅広いジャンルを展開

◼ 高単価業態

◼ ミシュランを始めとする高い対外評価を
得ている店舗

◼ 職人を有する

◼ 非日常を感じられる隠れ家的な空間

イタリアン

和食・懐石

鮨

その他

地方創生事業 直営 ◼ 食を通じた地方創生事業で地域を活性化

レストラン業態

ファストフード業態

地方創生事業

* 「鳥さき」は4年連続ミシュラン一つ星獲得

*「ITO GRAND」内店舗は休業中

* 2025年12月7日に創業25周年を迎えました

2．ビジネスモデル
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飲食事業の取扱いブランド

うなぎ
客単価：￥500～1,500

海鮮居酒屋
客単価：￥2,000～3,000

焼き鳥
客単価：￥8,000～12,000

うなぎ×居酒屋
客単価：￥2,000～4,000

和食
客単価：￥8,000～12,000

イタリアン
客単価：￥8,000～15,000

鮨
客単価：￥20,000～35,000

和食
客単価：￥20,000～35,000

焼き鳥
客単価：￥15,000～20,000

フードホール
客単価：￥1,000～3,000

2．ビジネスモデル
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飲食事業－事業内容と収益構造

ライセンス契約企業

ライセンス契約
ノウハウ・

食材
ロイヤリティ・

食材費

お客様

仕入先

食材等の仕入

食事の提供

食事の提供

店 内 売 上 直営店の店内における食事の提供

店 外
売 上

デ リ バ リ ー
デリバリー業者を利用した食事の
提供

テイクアウト 店頭受け渡しによる食事の提供

ラ イ セ
ン ス
売 上

ロイヤリティ
店舗営業開始後の毎月のロイヤリ
ティ

食 材 卸 等
ライセンス契約企業に対する食材
等の提供

直営事業 ライセンス事業

食材等の仕入

収益構造 収益形態

2．ビジネスモデル
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費用構造

（百万円）
FY2024 FY2025

金額 売上高比率 金額 売上高比率

売上原価 3,288 51.8% 3,409 52.7%

人件費 1,541 24.3％ 1,626 25.2％

消耗品費 88 1.4％ 92 1.4％

水道光熱賃 116 1.8％ 115 1.8％

支払手数料 362 5.7％ 360 5.6％

減価償却費 183 2.9％ 137 2.1％

地代家賃 453 7.2％ 497 7.7％

その他 335 5.3％ 297 4.6％

販管費計 3,081 48.5％ 3,127 48.4％

売上原価・販管費の内訳

2．ビジネスモデル
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出所：中小企業庁 2022年版 小規模企業白書より

3%

4%

3%

4%

5%

6%

0%5%10%

5%

6%

6%

6%

8%

17%

0% 10% 20%

宿泊、飲食サービス

生活関連サービス、
娯楽

情報通信

不動産、物品賃貸

電気・ガス・熱供
給・水道

全産業平均

開業率廃業率

飲食店の開業・廃業の状況

◼ 飲食業の廃業率は6％（宿泊業も含む）で、すべての業種の中で最も高い業界

◼ 開業率も飲食業は17％と業種別でも圧倒的に高く、入れ替わりが活発な業界

国内成長ポテンシャル

◼ 国内に55万店以上存在する飲食店は、関東エリアだけで17万店以上、当社の主要

展開地域である東京都だけで7万店以上存在、今後のシェア拡大余地が大きい

出所：総務省「令和３年経済センサス-活動調査」より

既存展開エリア：関東・関西

今後の展開エリア：名古屋・福岡

都道府県における飲食店数の総計

555,973店 北海道

25,076店

第5位

埼玉県

22,453店

第8位

千葉県
19,406店

第9位

静岡県

16,730店

第10位

福岡県

23,828店

第7位

兵庫県

24,279店

第6位 大阪府

43,522店

第2位

東京都

73,049店

第1位

神奈川県 

31,353店

第4位

愛知県

32,693店

第3位

日本における外食業界全般
3．市場環境
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9,068 9,121 9,860
12,382 14,140 14,547

20,000

50,000

2018 2019 2020 2021 2022 2023 … 2025 … 2030

2兆

5兆

海外における日本食市場

出所：農林水産省輸出・国際局「海外における日本食レストランの数」（）内は2021年調査結果との比較

約122,000店
(約100,900店から約2割増)

アジア

約3,200店
(約3,100店から横ばい)

ロシア

約28,600店
(約31,200店から約1割減)

北米

約12,900店
(約6,100店から約2倍)

中南米

約2,500店
(約2,500店から横ばい)

オセアニア

約1,300店
(約1,000店から横ばい)

中東

約690店
(約700店から横ばい)

アフリカ

約16,200店
(約13,300店から約2割増)

欧州

2023年

約18.7万店

2021年

約15.9万店

2017年

約11.8万店

2015年

約8.9万店
1.3倍1.3倍 1.2倍

海外における日本食レストラン数

◼ 世界の日本食レストラン数は増加しており、日本食需要の高さがうかがえる

日本食文化の海外への日本政府の取り組み事例

◼ 農林水産省は水産物及び農作物や食品加工を含む食品の輸出目標である2025年2

兆円、2030年5兆円の達成に向けて輸出先の転換、多角化を推進

◼ 政府は、その他以下のような取り組みを行い日本の食文化を世界に発信してい

る

ユネスコ
無形文化遺産

クールジャパン
戦略

レストラン
海外展開支援

輸出促進政策日本食認証制度 食育の推進

3．市場環境
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日本における外国人材に関する動向

労働需要

7,505万

人
労働供給

7,122万

人

人材不足

384万人

◼ 技能実習制度が育成就労制度となり、目的が『人材育成』から『人材確保』へ移行

する改正案が成立（2024年６月）

◼ 外食が『特定技能2号』の対象業種に含まれた （2023年6月）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

2019 2020 2021 2022 2023 2024

全職種 飲食物調理 接客・給仕

◼ 飲食業界では慢性的な人手不足の中、新型コロナ感染拡大により、有効求人倍率

は一時的に低下したものの回復し、足元では2.5倍程度まで上昇

出所：厚生労働省「一般職業紹介状況（職業安定業務統計）」

◼ 特定技能在留外国人数（外食分野）の推移

出所：出入国在留管理庁（特定技能制度運用状況令和6年12月末）

出所：パーソル総合研究所・中央大学「労働市場の未来推計 2035」※サービス業の推定

飲食含むサービス業は
2035年に384万人

人手不足と推定！

飲食業界における人手不足の状況 日本政府の取り組み

最短１年
転籍可能

在留期間
上限無

家族
帯同可能

永住権
取得可能

外国人材の活躍の場がさらに広まることに期待

5.159

13.312

27.864

0

5

10

15

20

25

30

2019 2020 2021 2022 2023 2024

毎年倍以上の
ペースで増加

123万人上限決定
→特定技能、育成就労

の合算

3．市場環境
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プラットフォームの確立と展開
4．競争優位性

etc

和食人材育成
サポート

経営サポート事業と飲食事業の連動によって、サービス創出の「プラットフォーム」を確立

飲食業界に新たなサービスを提供し、挑戦し続けることで企業成長を加速させる

地方創生事業

ライセンス加盟
サポート

海外進出
サポート

居抜き物件
の

調
達

ラ
イ
セ
ン
ス
加
盟
店
募
集

海

外
進
出
支援外国人材

の

紹
介

和
食
人
材
の
育
成
・
輩
出

顧

客
ニ
ー
ズ
に合

う

サ
ー
ビ
ス
創出

プラットフォーム

経営サポート事業

飲食事業

＝飲食店経営のニーズから生まれた当社サービス

出退店
サポート

外国人材紹介
サポート

外国人向け社宅
サポート

モバイル通信
サービス

外国人専用クレ
ジットカード

etc

電力サポート オンライン
サイト

清掃メンテナンス
サービス
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経営サポート事業の特徴

• 店舗物件の転貸に係る「サブリース」、店舗設備のリースである「GFリース」、物件と設備をパッケージで

リースを行う「まるごとリース」などを提供

• 特定技能制度を活用した「外国人材紹介サポート」を提供

店舗物件から人材関連など様々

なサービスを提供（総合力）

• 優良物件の確保による安定したストック収益

• 店舗の出退店や運営に関わる不動産業者やリース会社等との事業者ネットワーク構築に加え、既存顧客の出退

店や移転等に伴い、今後の更なる支援機会を享受できる体制を構築

先行優位

• 店舗物件や店舗設備の調達には多額の初期費用を要するが、株式上場しており流動的な資金調達ができる

• 株式上場により社会的信用力や知名度が比較的高く、優秀な人材を獲得することができる
株式上場

• 海外子会社を設置し駐在員がいることで、現地の飲食環境の生きた情報をタイムリーに入手できる

• 日本の飲食会社の海外進出支援実績に加え、自らも海外に直営店を出店しており、海外における出店ノウハウ

を有する

海外進出支援実績

• 飲食店運営のノウハウを有し、外食産業の課題やニーズに対して顧客と同じ目線で、サービスを提供すること

ができる

• 飲食店を経営しているからこそのユニークな商品ラインナップ（「名代宇奈とと」ライセンスの提供）

飲食店を経営

4．競争優位性
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サブリース業競合他社

経営サポート事業の競合他社との比較

店舗物件から人材関連な

ど様々なサービスを提供

先行優位

株式上場

海外進出支援実績

飲食店を経営

A：上場会社
首都圏中心

B：非上場会社
東京特化

C：上場子会社
首都圏中心

*1

*1 サブリース業競合他社は、飲食店を対象とした物件のサブリースを
主たる事業とする会社で業界の主要な会社を選定

4．競争優位性
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飲食事業 「名代宇奈とと」の特徴

◼通常高価格な客単価の鰻料理を、オペレーションの標準化、
購買管理の徹底によりファストフード価格を実現

世界唯一の鰻のファストフード１

◼「名代宇奈とと」は2025年12月にブランド誕生25周年
◼日本発の鰻専門ブランドとして国内外で展開
◼今後もアジアを中心に店舗展開を推進

25年以上続く鰻専門ブランド３

◼日本の伝統食である鰻料理を広める伝道者として、
国内・海外で直営店及びライセンス店を展開

◼ 2026年より、台湾にてライセンス店舗を展開

国内・海外で直営店・ライセンス店を展開２

4．競争優位性
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飲食事業 レストラン業態の特徴

★ミシュランガイド2025

5年連続星獲得

非日常を感じられる隠れ家的な空間の高揚感

カウンター越しに料理ができ上がる臨場感

顧客の体験価値（Customer Experience）の提供

各店舗のブランド価値 ブランド価値の展開

◼ 高いブランド価値を有し店舗展開することで、新店
舗でも早期の客付を可能とする

中目黒いぐち
麻布十番店

中目黒いぐち
恵比寿店

◼ お客様にご満足いただける高いブランド価値を保有

RODEO&cafe

イタリアン

鳥カミ 鳥さき ★

恵比寿米ル

中目黒米ル

和食

焼き鳥

麻布十番米ル

RODEO

中目黒いぐち
本店

御料理無窮 恵比寿上ル

4．競争優位性

（六本木） （京都）

（中目黒）

（恵比寿） （麻布十番）

（中目黒）

（渋谷）

（中目黒）

（恵比寿）

（麻布十番）

（恵比寿）（六本木）
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▲20
▲71

FY2024 FY2025

決算ハイライト
5．2025年12月期決算概要

売上高 と継続成長を維持

計画通り中長期成長に向けた「収益基盤の強化」が完了

売上高

6,465百万円

YoY：+1.8%

営業利益6,348 6,465 

FY2024 FY2025

+1.8％

▲71百万円

YoY：▲50百万円

連結売上高

6,465百万円

FY2025

飲食事業
53.2%

経営サポート事業
46.8%

セグメント利益

501百万円

FY2025

飲食事業
8.７%

経営サポート事業
91.3%

EBITDA

145
百万円

PER

▲15.59

PBR

3.40

売上 の成長を維持しつつ

計画どおり“踊り場”を迎えた今期は中長期成長に向けた土台固め

売上高+1.8%と継続成長を維持

計画通りの“踊り場”を経て、2026年度の収益再加速フェーズへ

* 各事業利益の合算（全社費用控除前）

* 
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業績サマリー

売上高： +1.8％の増収、着実な成長を継続
◼ 経営サポート事業：出退店サポートの積み上げに

より、フロー・ストック共に堅調に推移し全体
を牽引。

◼ 飲食事業：海外飲食の急成長と国内不採算店の整
理による売上減少を、ベトナムを中心とした海
外店舗の躍進でカバー。

（百万円）

FY2024 FY2025

実績 予想 実績 YoY 予想達成率

売上高 6,348 6,560 6,465 ＋1.8% 98.6%

売上総利益 3,060 3,200 3,056 ▲0.1% 95.5%

売上総利益率 48.2% 48.8% 47.3% -

営業利益 ▲20 34 ▲71 - ▲105

営業利益率 -% 0.5% -% - -

経常利益 17 32 ▲92 - ▲124

経常利益率 0.3% 0.5% -% - -

親会社株主に帰属する
当期純利益 ▲332 ▲58 ▲251 - ▲194

営業利益：再加速に向けた「投資」と「構造改革」
◼ 先行投資の実行：来期以降の収益最大化を見据え

た「人的資本投資（賃上げ・採用）」及び「新
店開発」を計画通り実施。

◼ 構造改革の進捗：国内不採算店の整理による収益
性改善は着実に進展。2026年度の反転攻勢に向
けた体質強化。

経常・純利益：為替変動および減損の影響
◼ 経常利益：前期の為替差益から、当期は為替差損

（▲29百万円）へ転換という外部要因により減
少。

◼ 当期純利益：不採算店舗の収益性見直しに伴う減
損損失（108百万円）を計上。

5．2025年12月期決算概要
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3,641 

4,735 

5,598 

6,348 6,465 

495 502 514 517 548 590 600 660 647 667 667 684 747 738 702 709 728 764 758 775 

359 344 378 
528 487 

612 634 600 655 
739 783 753 

812 873 897 868 855 866 870 848 

854 847 893

1046 1035

1202 1234 1261 1302
1407 1451 1437

1560
1612 1599 1577 1583 1631 1627 1624

0
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1000

1200

1400

1600

1800

2000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2025

経営サポート事業 飲食事業

新型コロナ
緊急事態宣言

全社売上高（四半期推移）

全社売上高は+1.8％増収と成長トレンドを維持

YoY

＋1.8％

売上は前年同四半期 増加と

■■

YoY
＋3.0％

5．2025年12月期決算概要
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YoY

＋1.5％

1,605 

1,996 

2,670 

3,082 3127

232 227 231 233 240 247 245 253 276 
328 338 351 366 382 381 379 414 400 390 381 48 53 57 51 56 64 81 79 75 
78 74 79 84 

96 89 90
94 87 94 84

9 9 10 9 9 8 12 12 18 
31 34 39 40 33 54 54

27 31 38 49

58 60 55 58 54 51 68 65 71 

78 80 98 105 113 115 118 121 122 124 127

36 19 
63 79 92 105 

118 128 
161 

167 137 
150 

131 
142 151 148 151 144 137 104

384 370 418 431 453 477 
526 539 

603 

683 665 
718 728 

768 793 792 786 786
746

0
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800

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2025

人件費 支払手数料 減価償却費 地代家賃 その他

809

新型コロナ
緊急事態宣言

※固定費の一部を特別
損失に振替える処理を
実施

販管費内訳（四半期推移）

人的資本強化に向けた待遇改善と制度改革により人件費が増加

（※）賞与引当金および新株予約権戻入益等の計上を含む

人的資本投資を継続しつつ、販管費全体を効率的にコントロール

YoY
▲5.8％

5．2025年12月期決算概要
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営業利益増減（対前同期推移）

▲20

▲13

▲29
▲5 ▲71

▲4

FY2024

営業利益
売上総利益の増加 経営サポート事業 飲食事業 本部 FY2025

営業利益

0

▲10

▲20

▲30

▲40

▲50

▲60

▲70

▲80

▲90

▲100

販管費影響額▲46百万円

【販売管理費】

◼ 経営サポート事業（▲13M）
既存事業の自走化により高い収益性を維持しつつ、営
業DX投資や新サービス「GF Card」「GF Mobile」
「GF Estate」などの求職者生活ワンストップサービス
の立ち上げ費用を先行計上。
◼ 飲食事業（▲29M）
不採算店舗の徹底的な整理（スクラップ）を断行。一
方で、成長著しいベトナム事業や国内新業態へのリ
ソース配分を加速。
◼ 本部（▲5M）
人的資本投資（賃上げ・社宅制度）による従業員エン
ゲージメントの向上、および持続的な成長を支えるガ
バナンス・管理体制の強化。

■ 本部
業容拡大に向けた積極採用のための体制
強化および販促強化の企画・運用体制強
化

売上総利益は増加も飲食事業のスクラップ＆ビルド費用が発生
中長期成長に向けた投資を継続

中長期の収益最大化に向け、構造改革と成長投資を完遂

既存事業を「再定義」し成長領域へリソース集中。基盤再構築を完了

【売上総利益】

◼ 経営サポート事業（ +18M）
出退店サポートの積み上げにより増加
◼ 飲食事業（▲22M）
不採算店の整理による国内直営店の減少

5．2025年12月期決算概要
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YoY

＋4.5％
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445 443 439 470 494 492 517 541 537 553 579 567 575 598 586 602 607 618 639 656

49 59 75 47 53 98 83
118 109 113 88 116

172 140 116 106 120 144 118 118

495 502 514 517
548

590 600
660 647 667 667 684
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FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2025

ストック収益 フロー収益

経営サポート事業売上高（四半期推移）

新型コロナ
緊急事態宣言

※家賃値引
対応を実施

ストック型収益が大幅伸長し、経営基盤の安定性がさらに向上

ストック型収益

フロー型収益

出退店サポートの件数積み上げにより堅調に推移

国策である特定技能制度を追い風に外国人材紹介が継続的に拡大

出退店サポートの累計管理件数が着実に積み上がり、フロー収益の変動を補完する高収益構造が定着

■■

YoY
＋9.3%

5．2025年12月期決算概要
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452
▲5 ▲8

1 6

▲7
45718

FY2024

営業利益

売上総利益の増加

人件費

支払手数料

減価償却費

地代家賃

その他

FY2025

営業利益

▲100

0

100

200

300

400

500

営業利益増減（対前同期推移） 経営サポート事業

販管費影響額▲12百万円

収益基盤の質的向上：コスト構造の再定義と基盤投資の継続

拠点費用の適正化を推進しつつ、CRMツールの導入等による営業DX投資を実行。収益構造の自走化
により、高水準の利益を維持

拠点コストの最適化分を営業DXへ再配分し、安定利益を継続確保

◼ 人件費（▲5M）:将来の案件増加および事業拡大を見据
えた、専門人材の増強。

◼ 支払手数料（▲8M）: CRM導入等の営業DX投資、およ
び体制強化に伴う一時費用の発生

◼ 地代家賃（＋6M）:グループ拠点運用の適正化を通じた
コスト構造の最適化。

◼ 売上総利益（+18M）:収益構造の高度化と先行投資

•【基盤強化】：出退店サポートの管理件数蓄積により、
安定性の高いストック型収益が着実に伸長。

•【効率化】：営業プロセスを最適化。IT活用による既存
事業の自走化と収益性の改善を推進。

•【成長投資】：既存事業で創出した原資を、新サービス
「GF Estate」等の新規領域へ戦略的に再配分。

自走化の進展とDX投資により、筋肉質な収益基盤への転換を加速

5．2025年12月期決算概要
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YoY

▲0.4％
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宇奈とと（国内） レストラン業態（国内） 海外

新型コロナ
緊急事態宣言

※営業時間制限、酒類提
供制限

飲食事業売上高（四半期推移）

国内店舗の再編を推進しつつ、成長著しい海外事業が大幅増収

ライセンス店支援措置を実施しつつブランドの維持と顧客基盤を確保宇奈とと（国内）

採算見直しにより休業・退店を実施し、収益体制を再構築レストラン（国内）

ベトナム既存店の収益力の改善が海外全体の売上増加を牽引海外

海外（ベトナム）は既存店好調と新店寄与により売上＋39.8%と急成長。飲食事業全体の新たな収益柱へ成長

■■ ■

YoY
▲2.3%

5．2025年12月期決算概要
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94

▲46

4

36

▲8
▲15

43
▲22

FY2024

営業利益

売上総利益の増加

人件費

支払手数料

減価償却費

地代家賃

その他

FY2025

営業利益

▲100

▲50

0

50

100

150

営業利益増減（対前同期推移）飲食事業

販管費影響額▲29百万円

◼ 人件費（▲46M）：将来の収益最大化に向けた人員増
強。ベトナム等の海外拠点増強、および国内新店舗の
立ち上げに伴う採用・教育投資。

◼ 地代家賃（▲8M）：不採算店整理によるコスト抑制と
新店開発。国内外の新店開発が進む一方、不採算店舗
の撤退・休業効果により、コスト増を最小限に抑制。

◼ 減価償却費（+36M）：店舗構成の最適化。店舗整理に
伴う償却負担の軽減、および前期の減損処理による低
減効果。

◼ その他（▲15M）：株主優待費用および不採算店撤退に
関連する費用等を計上。

売上総利益は増加も飲食事業のスクラップ＆ビルド費用が発生
中長期成長に向けた投資を継続

不採算整理と店舗刷新を断行し、筋肉質な収益基盤を構築

店舗整理と先行投資の両立により、収益構造の転換フェーズへ移行

◼ 売上総利益（▲22M）

• 【防衛策】：原材料高騰に対し、国内ライセンス店舗
へのロイヤリティ減額措置を継続し基盤を維持

• 【効率化】：国内レストランの徹底した再編成により
利益の「質」を改善。

• 【成長投資】：ベトナム事業が売上+39.8%と急成長し
、収益の柱として全体を牽引。

* グループ直営店舗数 2024年12月末54店舗 2025年12月末55店舗

広告宣伝費
優待の影響記載

広告宣伝費・株主優待費
用９M増加

海外IFRS対応に伴う科目
の組み替え

5．2025年12月期決算概要
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2,283

2,081

バランスシート

再成長に向けた資産構成の再定義と負債圧縮

1,867

総資産4,365百万円
総資産3,970百万円（▲394百万円）

FY2024 12E FY2025 12E

流動資産
2,081

固定資産
2,283

負債
2,901

純資産
1,463

流動資産
1,867

固定資産
2,102

負債
2,790

純資産
1,180

（＋137）
借入金の返済

現金及び預金
1,454

現金及び預金
1,232

（▲222）

有形固定資産
709

差入保証金
1,219

出退店サポートに
よる新規案件増加

差入保証金
1,256（＋37）

有利子負債
780（▲156）

有利子負債
937

出退店サポートに
よる新規案件増加

長期預り保証金
958（＋53）

長期預り保証金
904

出退店サポートの事業拡大により関連資産が増加の一方で、
飲食事業の不採算店舗の整理、積極的な人的資本投資を実施

見える資産は減少。だが、見えない資産への投資は確実に増えている

減損損失の計上に
よる減少

有形固定資産
534（▲175）

人的資本と事業基盤への戦略的投資を推進し
長期的な収益力向上を見据えた構造強化を実施

収益性の見直しに基づき、利益回復を最優先とした資本構成の最適化を実行

5．2025年12月期決算概要
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プラットフォームから創出されたサービスと概況

サービス アイコン 概要 進捗評価 主な取り組み

出退店
サポート

飲食店がスムーズかつコスト効率よく新規
開店や移転を行えるよう、設備や内装が
整った居抜き物件を提供

持続的な収益拡大に向けた体制強化、
営業人材の採用と育成

外国人材紹介
サポート

飲食業界の人材不足を解消し、飲食店の運
営を円滑にするために、適切な人材を紹介

対象人材をベトナムに加え、ミャン
マーとインドネシアへと拡充。外国人
向け生活インフラのサポートメニュー
も拡充

海外出店
海外市場における飲食店運営のノウハウ蓄
積、日本食人材の確保、和食文化の発信

ベトナムに「思い出横丁」（居酒屋、
2025年4月）「中目黒いぐち」（焼き
鳥、2025年10月）がオープン

海外進出
サポート

日本の飲食企業が海外市場に進出する際に、
必要なサポートを包括的に提供

海外マーケット視察ツアー
海外進出サポート受注再開
支援店舗2025年3月OPEN

職人養成
スクール
「飲食塾」

日本の伝統的な料理技術やおもてなしの心
を継承し、次世代の飲食業界を担うプロ
フェッショナルを育成・輩出

インバウンド需要を取り込んだ短期集
中コースや体験イベントを実施し、既
存店オーナーや働きながらスキルアッ
プを目指す層の獲得を推進

地方創生
事業

食を通じた地方創生事業で地域を活性化
大学や地元住民との協力

ITOGRANDは一時休業中

6．成長方針
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出退店サポート

出退店コスト削減で飲食企業の成長加速をサポート！

業界
課題

出店・退店における課題

居抜物件

情報提供

設備投資

圧縮支援

退店費用

圧縮支援

取り組み事例

•飲食店舗物件は少なく、競争が激しく、良い物件を獲得するのが困難

１．店舗物件の確保の困難性

•厨房機器、内装、衛生設備などの初期投資が高額である一方、資金調

達も困難なことが多く、新規事業者にとって大きなハードル

２．高額な初期設備投資

•物件を元の状態に戻すための解体費用や、賃貸契約解除による違約金

等が発生

３．退店時も多額のコスト

0

※圧縮費用はスケルトンの場合、1坪当たり80万円の投資予算想定した場合（当社試算）

業態 焼肉
場所 杉並区
面積 40坪（134㎡）
出店期間 1ヶ月
圧縮費用 約2,500万円

業態 ラーメン
場所 川崎市 １階
面積 8坪（28㎡）
出店期間 ２カ月
圧縮費用 約440万円新橋ニューともちんラー

メン川崎駅前店 様

出店まで想定よ
りもとても早く
持っていけまし
た！

業態 台湾料理
場所 杉並区 １階
面積 24坪（78㎡）
出店期間 ２カ月
圧縮費用 約1,,200万
円

永福町肉流通センター様

台湾料理台湾庭 様

居抜きを活かし、
想定より少ない費
用で出店できまし
た！

物件取得のアド
バイスで安心し
て契約まで進め
ることができま
した！

6．成長方針
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【写真】

社会
課題

•言語の違いがコミュニケーションの問題を引き起こし、業務の効率や

チームワークに悪影響を与える可能性がある

１．言語における課題

•職場のルールや仕事の進め方に対する理解の違いが摩擦を生じる可能

性があり、これにより、職場での誤解や対立が発生する可能性がある

２．文化の違いにおける課題

•雇用に必要なビザの取得や更新は複雑であり、これが雇用主にとって

手間となり、またプロセスに時間がかかることが課題

３．ビザ手続き等の煩雑さ

外国人材紹介サポート

飲食業界の人手不足問題を特定技能外国人の採用で解決！

業界
課題

外国人雇用における課題

特定技能
外国人紹介

外国人材
定着支援

特定技能ビザ
登録支援

取り組み事例

特定技能分野と支援対象国籍 拡大

飲食業 食料品製造業 宿泊業

特定技能人材の受入に不安もあ
りましたが、親身なアドバイス、
疑問への適切な対応から、安心
して任せられる支援会社だと感
じています。

日本語レベルや勤務条件も事前
に整理されており、採用後のミ
スマッチが少なかった点が非常
に助かっています。

＜主なお取引先様＞

株式会社札幌かに本家様

株式会社オーイズミフーズ様

6．成長方針
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社会
課題外国人材支援の包括施策

住居・通信・決済・言語学習の整備で、定着と活躍を支援！

外国人材の「生活の壁」

業界
課題

～特定技能人材向け社宅サポート

（2025/6リリース）

～特定技能人材向けモバイル通信サービス
（2024/7リリース）

～外国人専用クレジットカード
（2024/7リリース）

家具家電付き住居セット提供
物件探し・初期費用・契約手続きまでワンストップ対応

入国初日から快適な生活環境を提供

出国前後の通信環境を整備
渡航前にSIMの申し込みから受け取りまでをサポート

到着後すぐに通信手段が使える安心の仕組み

決済・信用基盤の整備
給与口座・クレジット機能・海外送金など

来日直後から日本での生活を支える金融インフラを整備

※外国人材の初来日時の空港送迎の様子

※グループ会社で30名以上のローカルスタッフが常時対応

取り組み事例

•外国人入居可の物件が見つからない、初期費用が高騰、契約手続が煩雑

•企業にとって個別対応に追われ本来業務を圧迫

１．「住まい」の壁

•来日して間もない場合は審査が通りにくく契約自体が難しい

•銀行口座を作るために電話番号が必須だと言われる

２．「通信」の壁

•来日直後は日本での信用情報がなく、カードや口座の開設が難しい

•母国への送金手段が限られており、仕送りなどがスムーズに行えない

３．「決済手段」の壁

•日本語脳力テストは合格したが、飲食店現場で使う実践日本語は難しい

•日本人コミュニティに入っていけない孤独

4．「日本語」の壁

「採用」だけでは足りなかった――！
当社の現場で得た“苦戦”から生まれた、実効性ある外国人材支援。

働く人が根づき、活きる環境こそ、企業の成長を支える

6．成長方針
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海外飲食事業

海外市場への挑戦！日本食文化の発信！

•日本各地の伝統的な料理や食材、日本文化を広めることにより、和食

のブランド力を向上。

１．日本食文化の普及

•現地スタッフを雇用・教育し、日本のサービス・職人技術を伝えるこ

とで、グローバルな人材育成と技術の伝承。

２．職人技術の国際的評価向上

•海外直営店舗の国際的なビジネスネットワークを構築し、食材調達や

マーケティングなどノウハウを蓄積し進出サポートに活かす。

３．国際的なネットワークの構築

日本食文化を海外に発信する意義

海外運営

ノウハウ蓄積

日本食人材

の育成

日本食文化

の発信

日本産食材

の海外普及

業界
課題

社会
課題

取り組み事例

涼を感じなが
ら、日本食文
化を楽しめる
「流しそうめ
ん」イベント

日本の伝統衣装
「浴衣」を着用、
季節感や日本文
化を体験

20年の鮨職人
が教える子供
向け寿司握り
体験会

◼ 海外直営店舗において、日本産食材を提供

◼ 【ベトナム直営店】において、食育・日本食文化を発信！

◼ 【ベトナム直営店】において、日本の風物詩「夏祭り」文化を発信！

夏祭りでおなじ
みの「射的」、
日本の遊び文化
に触れてもらう
企画

日本酒・米 魚介類 野菜・果物

新店 いぐち、思い出横丁、ニシツグ移転、MAKIMAKI

台湾ライセンス

6．成長方針
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新たな取り組み【リターンキャリア】

外国人材「循環」の時代へ：リターンキャリアが切り拓く和食文化の発展

受入：「特定技能人材の戦略的受入」
単なる労働力確保ではなく、将来の海外拠
点リーダー候補として迎え入れる。

育成：「日本食文化と経営ノウハウの修得」
調理技術・接客・衛生管理に加え、店舗運
営の仕組みを直営店で徹底教育。

進化：「グローバルリーダーへの進化」
母国と日本を繋ぐ架け橋として、多文化を
理解した次世代リーダーを育成。

日本
（育成と価値創造の拠点）

輩出：「優秀な人材の輩出」
日本で学び、母国で成功するという明確な
キャリアパスにより、質の高い人材を確保。

対象国
（成功と市場拡大の舞台）

普及：「日本食文化の普及と継承」
日本で培った「本物の技術」を母国の店舗
で再現し、現地市場を開拓。

凱旋：「圧倒的な現場力を備えた帰国」
日本文化を熟知したスタッフのマネジメン
トにより、海外進出の成功率を劇的に向上。

ワンストップ
サポート

写真

日本の当社直営店
で育成

ベトナム母国で
店舗責任者へ

6．成長方針
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海外進出サポート

和食を世界へ！海外市場に挑戦する飲食企業をサポート

業界
課題

•各国の異なる法規制、税制、商習慣の把握と遵守が困難

１．法規制とビジネス慣習

•立地の選定に加え、契約交渉及び設備調達が困難

２．物件、内装設備の調達

•現地で良い人材を採用し、日本のサービス基準や技術を現地スタッフ

に教育することが困難

３．スタッフの採用や教育

•日本の品質基準を満たす原材料の現地調達及び、物流ルートの構築と

コスト管理が困難

４．原材料調達や物流の方法

海外進出における課題

法人設立

サポート

物件取得

サポート

人材採用育成

サポート

サプライヤー

開拓

取り組み事例

◼ 海外マーケット視察ツアーやセミナーの開催

◼ 当社サポート対象国

• 既新進出の日系飲食店の視察

• ローカル及び日系ショッピングモールの視察

• ローカル市場の視察

• 既新進出の日系飲食店の視察

• 店舗物件の視察

• 当社直営店にて人材の採用と育成に関する勉強会

◼ 日本企業・日本人オーナーによる宇奈ととのライセンス店舗がベトナム
に初オープン！

「名代宇奈とと
ファンシックロ
ン店」が3月10

日オープン！

当社グループが
海外進出をフル
サポート！

6．成長方針
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職人養成スクール「飲食塾」

日本食文化の伝承・世界で活躍できる担い手の育成と輩出!

業界
課題

社会
課題

•職人が減少すると、焼き鳥や寿司などの伝統技術が次世代に伝承され

ず、日本の食文化が失われる可能性がある

１．伝統技術・文化の消滅

•熟練した職人が減ることで、料理の品質が低下し、顧客満足度や業界

全体の信頼が低下する恐れがある

２．品質の低下

•高品質な日本料理が提供できなくなると観光業に悪影響を与え、関連

産業にも経済的な損失が生じる可能性がある

３．国際競争力の低下

職人人材が不足することによる社会・業界の影響

塾設立

実践場所の提供

短期講座の開設

イベントの開催

国内外

就労支援

独立支援

取り組み事例

海外インフルエンサー向け
寿司体験会

インバウンド向け
焼き鳥体験会

アメリカ人ラーメンYouTuber

ラーメンコラボイベント

インバウンド向け
寿司握り体験会

• 「飲食塾」×「イベント」企画
の開催

• お寿司をもっと身近に、もっと
楽しんでいただけるように、母
の日にぴったりな手作り寿司の
イベントを開催！

母の日寿司握りイベント

6．成長方針
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地方創生事業

食を通じた地方創生事業で地域を活性化！

【能登復興支援「能登のカニカマで食べて応援」】
能登地方の復興を支援するため、能登産カニカマ
を使った特別メニューを提供。食を通じて能登の
水産加工業を応援し、地域活性化に貢献。

社会
課題

当社が取り組む地方創生事業

地元食材

の活用

地域食文化

の発信
生産者/大学

とのコラボ

地域資源

を活かした

新店舗開発

地域

イベント

の開催

取り組み事例

地元生産者・
大学とのコラ
ボレーション

地元食材、関連商品の活用

•人口減少と少子高齢化
•若者の都市流出や少子高齢化が進み、労働力不足やコミュニティの衰退が問題に。
•経済の停滞
•地方経済の成長が遅れ、産業の衰退や企業の撤退で雇用機会が減少。
•インフラの老朽化
•道路や公共施設の老朽化が進み、維持・修繕が課題に。
•医療・福祉サービスの不足
•医療機関や福祉施設の減少により、住民が適切なサービスを受けにくい。
•教育機会の減少
•学校の統廃合で教育機会が限られ、若者の都市流出が進む。
•地域文化の衰退
•伝統文化や祭りが後継者不足で存続の危機に。
•自然環境の保全
•自然環境の保全と持続可能な利用が課題。

•若者の流出と高齢化により地方の人口が減少し地域の活力が低下

1. 人口減少

•地方の主要産業（農業、漁業、林業など）が衰退し、経済が停滞

2. 経済の衰退

•道路、橋、公共施設などのインフラが老朽化し、維持管理が困難

3. インフラの維持

•医療・福祉サービスの不足や教育機関の統廃合

4. 社会サービスの低下

•人口減少による地域コミュニティが弱体化と伝統文化の消滅

5. 地域コミュニティの崩壊

◼ 地方過疎化がもたらす課題

地域資源の活用

【地方創生イベント「宇陀那智」】
公民連携推進機構と連携し、奈良県宇陀市、和歌
山県那智勝浦町の2自治体とともに、「小虎小
路」にてイベント「宇陀那智」を開催

・宇陀市の人気酒蔵「久保本家酒造」の清酒「初
霞」で鏡開き
・勝浦漁港から直送された「一度も冷凍されてい
ない生まぐろ」の解体ショー など

地元食材の活用

レストラン事業部が各地方の名産品をこだわって
仕入れて使ってることもここでいれちゃおう

6．成長方針
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サスティナビリティ 当社戦略検証

メガトレンド 重要課題候補 当社のサービス／取り組み

E
環境

脱炭素社会の実現 ー 内装設備、機械設備等の廃棄処分を抑制 ◼物件情報サポート等、居抜き店舗の活用で資源の再利用

フードロス ー 無駄のない食材活用への取り組み、地産地消 ◼ベトナムにおける現地食材を利用した日本食の開発・提供

S
社会構造

日本の生産年齢人口、                          
労働人口の減少加速

ー 日本の労働環境における人材の確保
ー 和食職人の確保

◼飲食事業：外国人材の積極的な採用
◼人材紹介：外国人材の積極的な紹介
◼「飲食塾」で和食職人を比較的短期間で育成

地方の疲弊、過疎化 ー 地方創生、地方活性化
◼真鶴のアンテナ店舗を開業し、魅力を発信
◼「九大新町研究開発次世代拠点」への出店

FIRE（早期退職）、
多様化したキャリア選択の発現

ー リスキリングや起業による新しい業務・仕事への展開 ◼飲食塾：和食人材の育成、職人技術のリスキリング、ISA導入（出世払い）

アフターコロナでの
外食需要の変化

ー 外食需要の減少による飲食店売上の減少
ー 店内飲食を伴う店舗の減少
ー デリバリー等の店外売上の落ち着き

◼宇奈とと：ライセンスの展開、直営店店舗売上以外の販売強化
◼M.I.T：選ばれる店舗としての魅力・ブランドの再確認

アフターコロナでの
インバウンド需要の回復と変化

ー インバウンド需要店舗の売上増加
ー インバウンド需要の取り込みのための宣伝、
多言語化への対応

◼インバウンド向け商品開発
◼外国人材の採用

アジア各国でのコロナに伴う
出入国管理の混乱

ー 海外での高品質な和食業展開の推進 ◼直営店出店による経営ノウハウの蓄積

S
教育・文化

豊かな日本の食体験の提供、
伝承、発信

ー 人手の確保
ー 和食人材の確保

◼飲食塾：和食人材の教育、職人技術のリスキリング、ISA導入（出世払い）
◼ASEANで和食直営店運営、直営店及び現地百貨店で日本食材を販売
◼国内外の観光客の集客が期待される新たな複合施設「福岡大名ガーデンシティ」へ
の和食店舗出店、観光客へ和食発信

S
DX化

業務プロセスのデジタル化 ー デジタルツールの活用によるビジネスモデルや業務の「変革」 ◼業務改善デジタルツールの導入

S
働き方

飲食業界のホワイト化

長時間労働

ー 社員のワークライフバランスの確保
ー 安心して働ける職場の確保

◼有給・育児休暇取得率
◼人材育成（研修実施数、資格取得報奨金制度、語学学習支援制度等）
◼定着率（もしくは離職率）
◼賃金アップ

G
コンプライア

ンス

女性社員の登用
ー 積極的な女性社員の採用、働き方改善の仕組み、 女性幹部の
育成

◼取締役6名中女性2名（33％）
◼女性の働きを支援（G-FACTORY単体女性社員比率50％）

6．成長方針
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サスティナビリティ 重要課題

社

会

に
と
っ
て
の
重
要
度

当社の事業にとっての重要度

環境面の課題 社会面の課題 ガバナンス面の課題

⚫ デジタルツールの活用による
ビジネスモデルや業務の「変革」

⚫ 人材養成プロセスの見直し

⚫ 人材育成の早期化

⚫ 海外での高品質な和食業展開の推進

⚫ 店内飲食を伴う店舗の減少

⚫ 外食需要の減少による飲食店売上の減少

⚫ 社員のワークライフバランスの確保

⚫ 安心して働ける職場の確保

⚫ 地方創生、地方活性化

⚫ リスキリングや起業による
新しい業務・仕事への展開

⚫ 和食職人の育成

⚫ 和食人材の確保

⚫ 内装設備、機械設備等の廃棄処分を抑制

⚫ デリバリー等の店外売上の落ち着き

⚫ インバウンド需要店舗の売上増加

⚫ インバウンド需要の取り込みのための宣伝、
多言語化への対応

⚫ 無駄のない食材活用への取り組み、
地産地消

⚫ 積極的な女性社員の採用、
働き方改善の仕組み、女性幹部の育成

「アジアの玄関口」
福岡におけるプロジェクト

外国人材紹介サポートの開始

職人養成スクール
「飲食塾」の開校

シンガポール、ベトナムの
海外出店の拡大

⚫ 日本の労働環境における人材の確保

取り組み

6．成長方針
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▲20
▲71

66 

FY2024 FY2025 FY2026

2026年12月期通期見通しハイライト

売上高69億円、営業利益66百万円を計画

売上高

6,900百万円

YoY：+8.7%

営業利益6,348 6,465 6,900 

FY2024 FY2025 FY2026

66百万円

YoY：+138百万円

連結売上高
6,900百万円

FY2026

飲食事業
51.6%

セグメント利益

642百万円

FY2026

飲食事業
26.9%

経営サポート事業
73.1%

EBITDA

198
百万円

PER

129.15
PBR

3.76

売上 の成長を維持しつつ

計画どおり“踊り場”を迎えた今期は中長期成長に向けた土台固め

経営サポート事業
48.4%

収益改善の流れを確立し、黒字転換・再成長フェーズへ

+8.7％

* 各事業利益の合算（全社費用控除前）

* 

7．事業計画
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（百万円）

FY2025 FY2026

実績 YoY 予想 YoY

売上高 6,465 ＋1.8% 6,900 +6.7%

売上総利益 3,056 ▲0.1% 3,253 +6.5%

売上総利益率 47.3% - 47.1% -

営業利益 ▲71 - 66 -

営業利益率 -% - 1.0% -

経常利益 ▲92 - 70 -

経常利益率 -% - 1.0％ -

親会社株主に帰属する
当期純利益 ▲251 - 35 -

2026年12月期通期見通し

売上高69億円、営業利益66百万円の見通し

■ 売上高：事業規模の拡大を追求し69億円を計画
経営サポート事業：出退店サポートの堅調な拡大に
加え、人材事業の成長加速。
飲食事業：構造改革を終えた国内飲食の回復、およ
び急成長するベトナム事業が全体を牽引。

■ 営業利益：1.3億円の改善により黒字転換
前期に実施した国内不採算店舗の整理による赤字要
因の払拭、およびDX投資による営業効率化の効果が
利益として結実。

■ 経常・純利益：一過性費用解消と収益安定化
前期に計上した減損損失や為替影響、一過性の費用
等の負担が解消。事業利益がストレートに最終利益
へ貢献する構造へ。

7．事業計画
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営業利益増減（対前同期推移）

営業利益は前期比＋138百万円の改善で黒字転換を計画

▲71

▲116

58

▲2
66

197

FY2025

営業利益
売上総利益の増加 経営サポート事業 飲食事業 本部 FY2026

営業利益

▲100

▲50

0

50

100

150

販管費影響額▲59百万円

■売上総利益
両事業の成長により＋197百万円

経営サポート事業：ストック収益の堅調な積み上げを主因
に、前年比＋126Mの増加を計画。
飲食事業：不採算店舗の整理と成長領域（ベトナム等）へ
の集中により、前年比＋71Mの増加を見込む。

■販売管理費

経営サポート事業：将来の収益源への戦略投資
中長期的な収益の柱として期待される人材事業に対し、約1
億円の先行投資（人的資本・体制強化）を断行。

飲食事業：構造改革によるコスト圧縮の実現
2025年度に実施した不採算店舗の休業・撤退により、赤字
店舗の固定費負担が消滅。

本部：管理体制の効率化と費用の最適化
グループ全体での費用対効果を再精査し、全社的な経費の
最適化と管理業務の効率化を推進。

7．事業計画
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ストック売上 フロー売上

セグメント別の見通し（経営サポート事業）

売上高33.4億円、営業利益4.6億円を計画

（実績） （実績） （予想）

売上高

+10.4％

利益率

▲1.1pt

成長率

■トピックス
• 出退店サポート：ストック収益の着実な積み上げ
• 外国人材紹介：特定技能分野の拡大と対象国の拡充
• 新規事業： 『GF Card』『GF Mobile』『GF Estate』

の本格稼働
• 人材紹介：新たな領域への参入
• 経営効率化：DX推進による「人海戦術」からの脱却

営業利益

+2.5％

中長期的な利益向上を見据え、新事業へ戦略投資を集中

2,896 3,025 
3,342 

452 457 469 

15.6% 15.1%
14.0%

0%

15%

30%

0

2,000

4,000

FY2024 FY2025 FY2026

営業利益 営業利益率

7．事業計画
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セグメント別の成長戦略（経営サポート事業）

飲食店経営の課題を網羅する「包括支援プラットフォーム」

【収益基盤】
出退店サポートの積み上げ。安
定したストック収益と強固な顧
客基盤を確立。

【成長の柱】
特定技能紹介のシェア急拡大。支援
拡充により顧客単価と利益率を牽引。

【戦略投資】
既存網の活用で集客コストを抑制。
外国人領域との相乗効果で高収益を
実現。

【価値最大化】
生活インフラを全方位で
支援。独自の求職者の囲
い込みでLTVを最大化。

出退店
サポート

外国人材紹介
サポート

強固な顧客基盤を軸とした、高収益ストックビジネスの多角化展開

【源泉】
短期集中で即戦力人材
を輩出。グループ各事
業へ優良な顧客と人材
を紹介

【市場拡張】
国内の育成人材とノウハウを海外へ。世界を舞台に成長の新たな市場を開拓。

【生産性】
人員増に依存しない「収益再
加速」モデルの確立

リターンキャリア推進

顧客基盤の活用

飲食店経営の成功確率を最大化する「高収益・持続成長サイクル」を再現

生活インフラ
ワンストップ支援

日本人材紹介
サポート

7．事業計画
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7．事業計画

1,204

1,432
1,568

1,785 1,770 1,798

2,046

2,236
2,362

2,522

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

FY2016 FY2017 FY2018 FY2019 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2025 FY2026 FY2027 FY2028

（予想） （予想） （予想）

経営サポート事業 ストック収益額の推移

出退店サポートの新規契約の増加による

ストック収益額の堅調な推移
【CAGR】
FY2026～FY2028＋11％

*12ページのサブリース以外のストック収益を含む
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セグメント別の見通し（飲食事業）

売上高35.5億円、営業利益1.7億円を計画

（実績）

売上高

103.5％

営業利益

397.3％

利益率

+3.6pt

（実績） （予想）

成長率

■トピックス
• 海外事業の飛躍：ベトナムの成功モデルをシンガポー

ルへ横展開
• 国内事業の再定義：構造改革の完了と人的資本への重

点投資
• ブランド収益の回復：ライセンスビジネスの再加速と

海外展開（台湾においてライセンス契約締結済）
• 人材の高度活用：リターンキャリア制度による現場力

の強化

国内宇奈とと 国内レストラン 海外

海外事業を新たな利益柱へ育成し、国内は持続的成長に向けた基盤を強化

3,452 3,439 3,559 

94 43 173 

2.7% 1.3%
4.9%

0%

15%

30%

0

2,000

4,000

FY2024 FY2025 FY2026

営業利益 営業利益率

■■ ■

7．事業計画
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飲食事業 グループ店舗数の推移
7．事業計画
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（店舗数） 「名代宇奈とと」国内直営店

国内レストラン業態

「名代宇奈とと」ライセンス店

国内・海外における新店オープンによる店舗数増加

海外直営店

（予想） （予想） （予想）

*上記ライセンス店舗数は、ライセンス加盟店以外の宇奈とと商品取り扱い店舗は除いております。
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セグメント別の成長戦略（飲食事業）

【資産軽量化】(ライセンス展開)
ブランド力を活かした低リスク・高収益戦略。エリア契約等でグローバル拡大を加速。

【基盤構築】（国内レストラン）
国内レストラン不採算店整理を完遂。
人的資本投資によるサービス品質向
上で収益力を強化。

【成長の源泉】（国内宇奈とと）
国内宇奈とと直営店を「グローバル
人材育成の場」と定義。
海外展開を支える核を構築。

【付加価値の源泉】（地方創生）
日本各地の厳選食材を世界へ。私達が伝道師となり、日本の食
文化と技術を国内外に発信。

リターンキャリアによる即戦力

【成功モデル】
ベトナム：売上
YoY+39.8%の急成
長。現地ニーズに合
致した運営ノウハウ
で継続成長を実現。

【最注力エリア】
シンガポール：ベト
ナムの運営ノウハウ
を即座に注入。早期
の赤字解消と収益基
盤の確立を図る。

【市場拡張】
実証済みモデルを武
器にインドネシア等
へ進出。ASEAN全
域での市場を創出。

国内ブランドの収益基盤と「人」の育成を軸とした、グローバル
展開の再加速と成功モデルの横展開

「人」と「食材」を軸としたグローバル展開の成功モデル横展開

「人」と「食材」を軸とした、グローバル展開の成功モデル横展開

日本食をパッケージ化して世界へ届ける「グローバル成長の勝ちパターン」を確立

*各サービスの詳細は33ページ以降の「成長への取り組み」を参照

7．事業計画
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中長期成長イメージ

（事業利益）

（時間）

（現在） （中期）

経
営
サ
ポ
ー
ト
事
業

飲
食
事
業

プラットフォームの展開加速プラットフォームの確立国内ビジネスの確立・海外進出

M.I.T子会社化

新型コロナの蔓延による成長方針の転換

外国人・日本人人材紹介事業の拡大

国内サポート体制の再構築

国内物件情報サポートの拡大

宇奈ととゴーストライセンス（コラボ店舗）の提供開始

宇奈とと国内外でのライセンス展開

海外経営サポート事業の拡大

プラットフォームビジネスの展開

外国人材紹介事業の確立

宇奈とと・レストラン業態の直営店国内外の出店

7．事業計画
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Our Vision

和食文化伝承の
担い手人材

調理技術・接客技術（おも
てなし）・信頼の衛生基準

安全で高品質な
全国各地の日本食材

和食文化のパッケージ輸出

7．事業計画
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項目
影響する

事業セグメント
主要なリスク

顕在化の可能性
／時期

顕在化した
場合の影響

度
リスク対応策

固定資産の
減損リスク

経営サポート事業については、まるごとサ
ポートの支援先の経営状況の変化
飲食事業については各店舗の業績の悪化に伴
い保有固定資産の経済価値が低下した場合、
減損処理を実施する可能性

中／中長期 中

経営サポート事業については、定期的に支
援先の経営状況をモニタリングし動向を注
視
飲食事業については、店舗ごとの状況に応
じた販売施策、コストコントロール等を実
行して対応

取引先の
信用リスク

取引先の倒産等により、滞納賃料や原状回復
費用、リース料等の回収が困難になる可能性、
及び、明渡訴訟等の訴訟費用が発生する可能
性
顧客と設備販売業者が共謀した場合には、正
常なリース契約を維持できない可能性

低／不明 中

取引開始時に、当社グループ独自の審査及
び与信管理を実施。保証金を預かり、定期
的に取引先の経営状況をモニタリングする
ことで未収賃料等の発生回避を対応
多重リースや空リース等の悪質なリース契
約を排除するため、設備販売業者にも審査
を行い対応

原材料の調達
リスク

鰻、米、野菜等の食品について、病虫害、食
材不足や天候不順の問題などによる食材不足
又は食材価格高騰の影響を受ける可能性
市場価格や為替相場の変動により仕入価格が
高騰し、売上原価が上昇する可能性

高／短期 大
調達ルートの複数確保などにより、原材料
の安定的な確保と原価率の上昇の防止に取
り組む

飲食事業

経営サポート事業

経営サポート事業

飲食事業

成長の実現や事業計画の遂行に重要な影響を与えうる主要なリスク及びその対応策
8．リスク情報



R , 0
G , 70
B , 140

R , 57
G , 61
B , 99

R , 0
G , 103
B , 102

R , 0
G , 133
B , 177

R , 0
G , 178
B , 178

Copyright © Ｇ－ＦＡＣＴＯＲＹ All Rights Reserved.
64

項目
影響する

事業セグメント
主要なリスク

顕在化の可能性
／時期

顕在化した
場合の影響

度
リスク対応策

感染症の拡大
や自然災害等
のリスク

新型コロナ等感染症の拡大に伴う緊急事態宣
言等の影響により、営業時間の短縮又は臨時
休業を余儀なくされる可能性

地震・台風などの自然災害、などの影響によ
り店舗の営業休止、修繕等が生じた場合、来
店者数の減少、売上低下等の可能性

これらに伴い、当社グループの業績が想定以
上に悪化する可能性

中／中期 大

経営サポート事業については、賃料滞納等
が発生しないよう取引先状況等のモニタリ
ング体制を平時よりも一層強化して対応。
従来では積極的に取り扱っていなかった住
宅街エリアにおける物件情報サポート等、
環境対応した市場を開拓して対応

飲食事業については、環境に対応した新た
なサービス提供により収益基盤の確保・顧
客ニーズへの対応を実施し、お客様が安心
できる環境を整備して対応

両事業によるプラットフォームビジネスに
より、市場や顧客ニーズの変化を捉えて
サービスを展開

外国人紹介サ
ポートのビジ
ネスリスク

登録支援機関として特定技能制度にかかる法
改正により、売上低下又はコスト増加する可
能性

国際トラブル等何等かの理由により外国人の
入国制限がかかり、外国人求職者を十分に集
客できない可能性

中／中期 大

制度変更や法改正をタイムリーに把握し、
課題解決に向け早期に取り組み、売上拡大
の好機に転換

外国人求職者へのサポート体制の強化を図
り、当社サービスの魅力を高めることによ
り、すでに日本にいる外国人求職者を囲い
込み

飲食事業

経営サポート事業

※ 有価証券報告書の「事業等のリスク」に記載している内容のうち、成長の実現や事業計画の遂行に影響する主要なリスクを抜粋して記載しております。
その他のリスクは、有価証券報告書の「事業等のリスク」をご参照ください。

経営サポート事業

成長の実現や事業計画の遂行に重要な影響を与えうる主要なリスク及びその対応策
8．リスク情報
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将来見通しに関する注意事項

本資料には、当社グループの現在の計画や業績見通しなどが含まれております。
これらの将来の計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに当社が計画・予想したも
のであります。
実際の業績などは、今後の様々な条件・要素により、この計画・予想などとは異なる場合があ
り、この資料はその実現を確約したり、保証するものではございません。
なお、この資料への公認会計士、監査法人の関与はございません。

当資料のアップデートは今後、本決算後2月下旬から3月中旬に開示を行います。
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